
第61回 JAA広告賞 消費者が選んだ広告コンクールで⼊賞！

第61回JAA広告賞 消費者が選んだ広告コンクールにおいて、K&Lが⼿掛けた作品が⼊賞しました。 

 
公益社団法⼈⽇本アドバタイザーズ協会が主催する、JAA広告賞 消費者が選んだ広告コンクールは、審査員に広告関係者を含まず、

広告の受け⼿である消費者が⽣活者の視点から審査を⾏うことが特徴の総合広告賞です。1961年に、消費者のためになった広告コ

ンクールとして設⽴され、広告の受け⼿である消費者が選ぶという原点を強調し、2015年に現在の名称に改めました。 

 
今回対象となったのは、2022年10⽉1⽇から2023年9⽉30⽇までに⽇本国内で放映・掲出・掲載された広告です。新聞、雑誌、テ

レビ、ラジオ、デジタル、屋外・交通の6部⾨合わせて879点の応募がありました。 116名の⼀般消費者審査員が「好感、共感、親
近感がもてる広告であるか」、「わかりやすく、納得できる広告であるか」、「オリジナリティが感じられる広告であるか」とい

う審査基準のもと約1ヶ⽉間に渡り選考を⾏い、全61作品の⼊賞が決定しました。

＜メダリスト＞新聞広告部⾨ 

企業広告 / 勤労感謝の⽇に働く⼈に”ありがとう”の気持ちを伝える企画「⽇本には、いろんな“ありがとう”がある。」

同広告は、⽇本全国に拠点を置き“はたらく”に寄り添ってきたリコーが、世の中のはたらく⼈に47都道府県の⾔葉で感謝の気持

ちを伝え、エールを送る「勤労感謝の⽇キャンペーン」の⼀環として実施したものです。新聞広告では、全国47都道府県それぞ
れの「ありがとう」を、ユニークなビジュアルで表現しました。
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